
経務言命叢
第八+.1t奉嘗瓦罪

プレハーノフのロシア

資本主義論(寸・H ・H ・司 ・…，……-田中真情 1 

日本海運業における減価償却の

生成過程(その二)"" "" "…・…回目・…・・回目・・高 寺 貞 男 20 

独立採算制の照史的地位 ・・ 上 島 武 45

シュマーレ Y パッハ原価計算

理論について……..........ーー…ー野村秀和印

昭和三十七年五月

東郡太事館持号曾



日
本
海
運
栄
に
お
け
る
f

州
側
償
却
の
件
成
過
程
(

F

え
の
二
〕
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九
巻

円
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五
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O 

日
本
海
運
業
に
お
け
る
減
価
償
却
の
生
成
過
程
(
そ
の
一
)

ぃ品

寺

貞

男

四

明
治
八
年
六
月
に
日
木
国
郵
便
蒸
気
船
会
社
が
解
散
し
て
ま
も
た
く
、
「
政
府
ノ
商
船
事
務
ヲ
伯
恒
常
ス
ル
方
法
」
(
悔
迷
政
範
)
は
民
営

補
朗
主
義
と
な
り
、
「
郵
便
汽
船
三
菱
会
計
」
(
一
一
一
菱
商
会
が
明
治
八
年
五
月
に
コ
一
一
変
汽
船
会
判
」
、
同
年
九
月
に
郵
便
汽
船
=
蓋
会
社
左
改
称
〕

は
明
治
八
年
九
月
一
五
日
の
第
一
命
令
書
に
よ
り
、
台
消
出
兵
に
政
府
が
外
国
よ
り
買
入
札
委
託
し
た
東
京
丸
等
一
一
一
隻
を
無
代
価
で

下
渡
し
さ
れ
、
つ
ず
い
て
同
月
二
三
日
に
き
さ
に
政
府
が
日
本
国
郵
便
蒸
気
船
会
社
か
ら
一
買
上
げ
た
船
舶
一
八
集
も
無
償
で
交
付
さ
れ
、

さ
ら
に
東
京
丸
等
二
ニ
隻
白
運
航
助
成
金
と
し
て
向
う
一
五
年
間
毎
年
二
五
万
円
が
給
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(た
H
L
、
第
一
年

度
に
は
特
に
五
万
円
を
増
し
=
一
O
万
円
が
交
付
さ
れ
た
。
)

明
治
八
年
八
月
一

O
目
。
「
若
手
方
法
見
込
書
」
第
二
条
に
よ
る
と
、
右
の
「
約
定
期
限
ヲ
十
五
年
ト
立
算
セ
ル
ハ
現
在
多
費
ノ
老

船
ヲ
以
テ
将
来
有
益
ノ
新
船
ト
交
換
セ

γ
メ
此
社
ノ
事
業
カ
一
頓
ス
へ
キ
期
ヲ
日
算
セ
シ
事
一
一
有
之
候
〔
改
行
〕
助
成
金
給
与
ノ
額
二

十
五
万
円
ト
算
定
セ
シ
ハ
即
今
上
海
~
ノ
航
迅
ヨ
リ
生
ス
ル
損
失
一
回
ノ
平
均
凡
ソ
四
千
円
余
一
一
シ
テ
一
箇
月
四
回
一
箇
年
四
十
八
回

ノ
合
計
オ
ヨ
ヒ
其
航
通
船
ノ
小
繕
費
l

v
テ
二
十
万
円

E
ッ
内
国
治
梅
ノ
要
港
及
ヒ
離
島
へ
漸
漸
定
期
航
海
ヲ
開
カ
セ
へ
キ
為
ノ
費
金



T

ヨ
ヒ
共
船
ノ
小
繕
費
ト
ブ
合
ゲ
テ
五
万
円
ト
概
計
セ
シ
事
-
一
有
之
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
上
海
へ
り
運
航
助
成
金
二

O
万

円
主
算
出
す
る
某
礎
と
な
ツ
た
「
大
蔵
省
汽
船
掛
ニ
テ
取
調
侯
将
来
の
費
益
予
算
概
略
」
と
「
一
ニ
菱
会
社
ヨ
リ
差
出
候
東
京
丸
外
十
二

娘
一
箇
年
運
航
費
共
他
予
算
」
と
か
ら
両
者
主
要
約
・
対
照
し
た
表
を
作
成
し
℃
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

|将来ノ山削予茸(大蔵省汽船掛〕

;11'660，000 J ①運

三菱会社ノ予算書

;ll'no，仁川賃和f見立①運

302，508 ②内外人月給食料319，400 @内外人月給金*

280，500 f~ 炭①;t， 341.400 代炭@石

120，000 

18日，000

116，992 ①常 li~ 井臨時費

116，992 

⑥会社本支庖各港

出張所詰貝月柏

諸費臨時費トぞ

(その他を入れると， 12万

円以上〉

日
本
海
迫
撃
に
お
け
る
減
仰
償
却
の
件
成
過
程
(
そ
の
二
〉

喪

i'I 

繕

海

④僻

⑤航

120，000 

283，700 

費

⑥航海費

〔台上栴港口税〕

繕④修

1，000，000 ⑦ 1，181，492 ⑦②+①+④+③+③ 

草
八
十
九
巻

220，000 

注 収支各頃の揮定基埠を耳、 U-f~ し割きははぷき，漢数字は

アラビャ数字に帯きかえ，配列順も若干あらためて作成した。

もちろん，原文は縦茜きである。

⑤ 521，492 @①ー⑦

I"J 
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日
本
海
運
業
に
お
け
る
減
価
償
却
の
生
成
過
程
(
そ
の
二
)

第
八
十
九
巻

四
F可

第
五
号

右
目
収
支
予
算
比
較
表
士
一
見
し
て
気
付
く
こ
と
は
、
大
蔵
省
汽
船
掛
は
収
入
を
三
菱
会
社
よ
り
も
よ
り
大
き
く
、
支
出
を
主

D
小

き
く
見
積
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
助
成
金
の
対
象
と
な
る
換
失
を
極
度
に
圧
縮
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
三
菱
会
社
で
は
、
運

賃
収
入
を
「
汽
船
日
十
三
般
ノ
内
何
月
十
一
般
定
航
海
1
見
倣
γ

一
箇
月
一
娘
三
付
運
賃
金
平
均
五
千
円
見
積
ヲ
以
テ
一
筒
年
通
誌
」

し
て
六
六
万
円
、
ま
た
石
炭
代
を
「
八
年
一
月
ヨ
リ
同
六
月
下
詰
丹
丹
長
崎
神
戸
東
京
函
館
四
箇
所
ノ
平
均
相
場
ヲ
以
テ
見
積
L

リ
「
上

海
定
航
四
般
五
百
噸
充
束
梅
丸
外
八
般
一
般
二
百
五
十
噸
充
一
筋
月
九
肘
四
千
二
百
五
十
噸
一
噸
一
一
付
金
六
円
六
十
九
銭
五
煙
三
毛
ヲ
以

ナ
一
箇
年
五
万
千
噸
一
三
割
ル
通
品
」
と
し
て
三
凹
万
一
、
四

O
O円
と
推
算
し
た
の
に
対
し
、
大
蔵
省
側
で
は
、
運
賃
収
入
を
「
一
般
平

均
一
筒
月
金
五
千
円
ツ
ツ
ノ
積
リ
十
三
股
一
筒
年
分
と
し
て
七
八
万
へ
引
上
げ
、
ま
た
石
炭
代
を
「
東
京
丸
外
三
般
ρ

一
筒
月
一
般

五
百
噸
ツ
ツ
東
海
丸
外
八
般
ハ
同
断
一
一
付
二
百
五
十
噸
ツ
ツ
ニ
シ
テ
通
計
四
千
二
百
五
十
噸
一
箇
年
分
五
万
千
噸
一
噸
平
均
金
五
円
五

卜
銭
一
一

γ
ァ
合
金
」
二
八
万
五

C
C円
へ
引
下
げ
て
い
る
。
己
の
工
う
に
大
蔵
省
は
三
菱
会
社
が
た
て
た
見
積
よ
り
も
収
入
を
引
上
げ
、

他
方
支
出
士
川
引
下
げ
て
、
見
積
損
失
を
二
二
万
へ
圧
縮
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
て
圧
縮
さ
れ
た
収
支
予
算
よ
り
も
三
菱
会
社
の

「
実
山
額
ハ
多
キ
ヲ
加
へ
入
額
ハ
少
い
ノ
キ
フ
加
フ
ヘ
キ
見
込
一
一
ァ
既
一
一
大
蔵
卿
(
年
費
ノ
領
五
卜
万
円
ト
算
セ
シ
」
が
、
助
成
金
を
で

き
る
だ
け
節
減
す
る
日
的
か
ら
、
右
の
よ
う
在
見
積
損
失
圧
縮
策
が
た
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
大
蔵
省
の
見
積
損
失
圧
縮
策
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
b
な
か
っ
た
。
三
菱
会
社
が
大
蔵
省
へ
提
出
し
た
予
算
に
は
第
一
ー
か
ら

第
六
白
費
目
以
外
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
第
七
第
八
ノ
二
個
ノ
予
備
金
」
が
計
上
さ
れ
、
第
六
、
七
、
八
頃
リ
を
合
せ
亡
「
凡
ソ
十
二
万

円
以
上
ナ
ル
へ

γ
1
申
出
候
へ
共
碓
数
無
之
-
一
付
」
大
蔵
省
は
第
六
の
項
目
の
み
を
「
十
一
万
六
千
九
百
九
十
二
円
ト
仮
定
γ
且
末
項

第
七
第
八
ノ
二
個
ノ
予
備
金
ヲ
揖
入
セ
ス
ど
町
」
損
失
見
積
を
し
て
い
た
白
で
あ
る
の

第
戸U



陥
時
大
難
破
及
ヒ
積
投
等
ノ
危
険
請
久
料
「
自
家
保
険
料
J

ト
シ
一
ア
全
船
原
価
百
分
ノ
一
ヲ
毎
月
引
除
キ
可
申
事

第
八漸

次
磨
損
胸
桁
セ
ル
船
体
器
械
フ
大
修
覆
ジ
及
ヒ
新
船
製
造
買
入
ノ
為
メ
予
備
I
V
7
全
船
原
何
百
分
ノ
一
ヲ
侍
月
引
除
キ
可
中

事
で
は
、
大
蔵
省
が
三
菱
会
社
へ
の
運
航
助
成
金
を
算
定
す
る
に
あ
た
り
、
右
に
川
引
用
し
た
第
七
項
と
第
八
項
の
「
予
備
念
」
を
見
杭

運
賃
収
入
か
ら
陪
除
し
な
か
っ
た
こ
と
は
な
に
を
志
味
す
る
臼
で
あ
ろ
う
か
。
己
れ
を
現
代
流
に
解
釈
し
て
、
三
菱
会
社
は
右
白
「
予

備
金
」
白
費
用
性
を
主
張
し
た
白
に
対
し
、
大
蔵
省
側
は
こ
れ
を
否
一
認
し
た
と
解
す
句
の
は
ゆ
き
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
は
な
く
亡
、

三
菱
会
社
は
布
む
「
予
備
金
」

k
そ
臼
名
心
通
り
に
積
立
金
の
一
種
と
考
え
、
モ
れ
士
杭
I

げ
て
う
る
だ
け
の
利
拾
の
補
助
士
政
府
に
せ

ま
っ
た
の
に
、
政
府
は
経
常
支
出
以
外
心
項
目
ま
で
士
も
補
助
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
と
解
し
た
万
が
よ
り
妥
当
去
解
釈
で
あ
ろ
う
。

さ
b
に
、
う
が
ッ
士
見
方
か

b
す
れ
ば
、
一
つ
ぎ
心
ょ
う
在
解
釈
も
成
J
V
-

つ
。
す
左
わ
ち
、
政
府
は
さ
き
に

(ω
ベ
た
一
七
つ
に
京
京
丸
等
一

一
二
隻
士
三
菱
会
社
へ
無
償
で
交
付
し
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
そ
れ

b
u
船
舶
の
運
航
に
と
も
な
ヲ
て
発
生
す
る
減
価
償
却
費
わ
よ
び
危
険
負

担
費
主
事
前
に
補
助
し
て
い
る
一
U

だ
か
ら
、
船
舶
の
更
新
積
立
金
お
よ
び
自
家
保
険
積
立
金
を
も
さ

b
に
容
認
し
て
、
二
重
補
助
に
な

る
の
を
さ
け
た
山
は
け
だ
し
当
然
の
措
置
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
船
舶
心
無
償
父
付
と
い
う
事
実
主
資
本
山
柿
則
と
解

し
う
る
と
す
れ
ば
、
船
納
吏
新
樹
立
金
お
よ
び
白
家
保
険
積
立
金
を
認
め
て
、
そ
の
再
生
産
を
保
註
す
る
必
要
が
で
て
く
る
が
、
第
一

部
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
テ
比
船
ヲ
民
ヒ
上
ケ
Y
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
乙
部
ハ
必
ラ
ス
時
価
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
売
一
フ
サ
ル
ヲ
得
ス 〔

郵
便
蒸
れ
一
一
一
菱
会
社
ノ
全

・
」
ま
た
第
六
節
臼
「
甲

」
と
い
う
規
定

命
令
書
の
原
実
ー
で
あ
一
る
一
約
定
害
草
案
」
第
四
節
の
「
比
約
定
期
限
中
何
等
ノ
事
故
ト
原
由
ヲ
問
ハ
ス
乙
部

権
社
長
〕
ノ
閉
業
解
散
ア
ラ
ハ
其
損
益
中
ニ
此
船
代
価
ヲ
嘗
入
射
ス
之
レ
ヲ
甲
部
「
駅
逓
頭
〕
へ
い
堪
納
ス
へ
ジ
・

口
本
樺
運
業
に
お
け
る
減
価
償
却
の
生
成
過
程
{
そ
り
三
)

第
八
十
九
巻

四
四

第
五
号



日
木
海
運
業
に
お
け
る
減
仙
償
却
の
生
成
過
程
(
そ
の
二
)

第
八
十
九
巻

四
四
国

第
五
号

四

か
ら
推
察
す
る
と
、
船
舶
の
無
償
交
付
と
い
う
事
実
は
減
価
償
却
費
お
よ
び
危
険
負
担
費
心
事
前
補
坊
と
し
か
解
し
え
な
い
か

b
、
船

舶
更
新
積
立
金
お
よ
び
自
家
保
険
積
立
金
を
拒
合
し
た
政
府
の
立
場
は
正
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
当
面
目
明
治
減
価
償
却
史
研
究
に
と
っ
て
は
、
右
の
よ
う
な
解
釈
論
よ
り
も
、
固
定
資
産
会
討
に
ゐ
け
る
つ
ぎ
の
よ
う

な
発
展
の
方
を
重
視
寸
る
必
要
が
あ
る
。
す
中
な
わ
ち
、
さ
き
に
考
察
し
た
日
本
国
郵
便
恭
汽
船
会
社
に
わ
い
て
は
船
舶
自
家
保
険
・
吏

新
粒
立
金
と
蒸
気
鋭
大
修
経
積
立
金
へ
利
益

K
比
例
し
て
繰
入
れ
る
乙
と
に
ェ
な
っ
て
い
た
の
に
対

L
、
三
菱
会
社
で
は
船
舶
自
家
保
険

積
立
金
と
船
舶
大
修
耕
・
更
新
積
立
金
へ
船
耐
の
原
師
に
比
例
し
て
繰
入
れ
る
予
算
を
立
て

τい
た
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
り
場
九
円
「
原
価
」
と
い
う
用
語
が
無
償
交
付
さ
れ
る
船
y

舶
の
時
価
を
さ
す
心
か
、
モ
れ
と
も
交
付
前
に
政
府
が
外
国
か

「
原
価
」
に
比
例
し
て
船
舶
大
修
繕
・
更
新
積
立
金
へ

ら
買
入
れ
た
際
白
頁
人
一
克
価
を
さ
す
の
か
判
断
に
ま
よ
わ
古
る
を
え
な
い
が
、

の
繰
入
れ
額
を
算
定
す
る
方
式
を
採
り
入
れ
た
こ
と
は
近
代
的
な
悶
定
資
産
会
計
の
思
考
へ
一
歩
近
ず
い
た
も
の
と
し
て
評
価
し
た
く

て
は
な
ら
た
い
で
あ
ろ
う
。

ω
コ
一
変
汽
船
会
社
は
表
面
全
社
と
称
し
て
い
て
も
実
質
は
飽
く
迄
も
個
人
企
業
で
あ
っ
て
、
所
調
合
本
結
社
の
全
社
と
大
い
に
異
な
る
こ
と
は
社

別
第
一
条
及
び
第
二
条
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

第
一
条
当
尚
会
ハ
姑
ク
ム
志
社
ノ
名
ヲ
命
シ
全
社
ノ
体
ヲ
成
ス
ト
雌
モ
其
実
全
グ
家
ノ
事
栄
ニ
シ
テ
他
ノ
資
A
W

ヲ
募
集
シ
結
社
ス
ル
者
ト
太
一
-

R
ハ
ナ

U
、
故
エ
会
社
ニ
関
ス
八
一
切
之
事
及
ヒ
褒
皮
則
防
等
部
テ
社
長
之
特
就
ヲ
仰
ク
ヘ
シ

第
一
条
故
三
会
社
之
利
誌
ハ
全
ク
社
長
ノ
一
身
一
一
帰
シ
会
社
之
損
失
事
社
長
ノ
身
一
一
帰
ス
ヘ
シ
」

Q
t一
菱
銀
行
史
』
開
和
二
九
年
、
六
瓦
。
)

ま
た
、
明
治

-
O年
に
改
正
さ
れ
、
同
一
一
年
一
月
に
煩
布
さ
れ
た
「
三
菱
会
社
々
則
」
の
第
一
来
及
び
第
二
条
は
「
当
商
会
」
が
「
当
会
社
」

に
変
っ
た
口
外
は
右
左
全
く
同
-
で
あ
る
。

明
治
八
年
五
月
一
日
「
第
一
次
に
制
成
さ
れ
た
此
の
社
則
は
、
そ
の
士
体
か
ら
み
て
も
、
荘
凶
ハ
平
忠
郎
〕
氏
自
ベ
ン
に
な
っ
た
も
り
で
あ
る
」

と
が
首
肯
さ
れ
る
n

」
(
宿
利
重
一
『
荘
日
平
五
郎
L

昭
和
七
年
、
一
二
九
八
瓦
)
ま
た
「
新
社
則
の
文
体
と
故
に
制
定
|
|
明
治
八
年
五
月
一
日
|
|



し
た
社
則
と
を
比
較
す
れ
ば
、
同
一
人
の
千
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
之
が
首
肯
さ
れ
る
。
」
(
前
掲
語
、
凶
一
一
一
一
頁
)

州

W

「
法
規
分
知
大
全
第
一
編
n
b

運
輸
門
十
、
明
治
二
四
年
、
一
九
1
二
O
頁。

ω
前
拘
昔
、
二
四
1
二
五
頁
。
川
刊
前
掲
書
、
二
七
i

二
八

E
Q

例
前
掲
吉
、
二
じ
頁
。
川
刷
前
掲
書
、
二
七
頁
。
約
前
掲
吾
、
二
五

E
。

川

w

前
掲
書
、
二
五
五
。

M
W

前
掲
也
、
二
四
頁
。
川
判
的
掲
昔
、
二
八
真
。

ω
前
掲
書
、
二
一
頁
。

M
H

前
掲
嵩
二
二
一
良
心

五

す
で
に
前
羊
に
お
い
て
の
べ
た
よ
う
に
、
明
治
八
年
八
月
に
「
三
菱
会
社
ヨ
リ
差
出
候
東
京
丸
外
十
二
般
一
箇
年
運
航
費
共
他
予

算
」
に
お
い
て
近
代
的
固
定
資
産
会
計
へ
一
歩
近
ず
い
た
思
考
が
あ
b
わ
れ
て
い
た
が
、

か
か
る
動
去
に
は
荘
同
平
有
一
郎
(
慶
応
義
塾
心

地
師
を
や
め
明
治
八
年
二
月
当
時
の
三
菱
出
金
ヘ
入
り
、
同
九
年
六
月
全
計
事
務
長
と
な
ろ
)
の
起
草
に
た
る
γ

も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
明

治
一

O
年
包
月
二
六
日
制
定
臼
「
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
簿
記
法
」
に
お
い
て
よ
り
明
確
と
な
ヮ
た
。
乙
の
問
の
事
情
を
説
明
し
て
「
三

菱
重
工
業
株
式
会
社
史
』
は
「
郵
便
汽
船
三
菱
会
J

社
・
・
が
所
謂
経
理
の
極
め
℃
幼
稚
な
時
代
に
あ
っ
て
夙
に
会
計
制
度
主
研
究
し
之

就
中
最
も
特
筆
大
書
す
べ
き
は
、

を
確
立
し
た
己
と
は
、

初
代
岩
崎
弥
太
郎
社
長
の
津
見
と
詞
わ
ね
ば
な
ら
た
い
。

逸
早
く
商
業
簿

記
を

〔
金
計
〕
制
度
に
採
り
入
れ
た
己
と
で
あ
る
。

記
録
に
依
る
と
、

明
治
九
年
(
一
六
七
六
)
一
月
会
計
帳
簿
を
正
金
収
納
日
記

銀
行
手
形
日
記
帳
、
振
替
日
記
帳
、
勘
定
元
帳
の
五
種
と
し
、
明
治
一

O
年
三
八
七
七
)
七
月
資
産
負

債
及
び
損
益
を
記
帳
す
る
為
一
七
カ
条
の
簿
記
法
を
制
定
し
、
一
一

O
U勘
定
科
目
を
取
板
め
て
い
る
。
」
「
有
形
固
定
資
産
白
耐
用
年
数

帳
、
正
金
仕
払
日
記
帳
、

を
定
め
毎
期
減
価
償
却
す
る
こ
と
は
、

〔
の
前
身
三
変
社
が
明
治
二
心
守
六
月
に
工
部
省
所
轄
長
崎
造
船
局
の
払
下
げ
を
受
け
て
、
発
足
し
た
三
菱
長
崎
造
船
所
い
で
も
そ
の
流
れ
を
悦
ん
で

定
額
法
償
却
を
行
っ
て
来
た
」
と
の
ベ

τい
る
。 三

菱
会
社
が
明
治
一
の
年
(
一
八
七
七
)

七
月
制
定
の
簿
記
法
に
定
め
が
あ
り
、
当
社

日
本
海
運
業
に
お
け
る
減
仙
償
却
の
生
成
過
程
(
そ
の
ご
」

第
八
十
九
巻

四
円
五

第
五
判
事

.v 



H
本
都
巡
業
に
お
け
る
減
仰
償
却
の
也
氏
過
程
(
そ
り
二
〉

第
八
十
九
巻

四
四
六

第
五
号

/、

右

ω叙
述

ω後
半
部
分
を
読
む
と
、
三
変
会
社
は
明
治
一

O
年
か

b
定
額
法
に
よ
り
J

減
価
償
却
を
は
じ
め
た
よ
う
に
忠
わ
れ
る
が
、

実
は
そ
の
よ
う
に
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
定
額
減
価
償
却
(
償
却
基
準
制
柏
を
推
定
耐
刈
年
数
で
叩
っ
て
附
却
制

を
算
山
す
る
定
額
法
で
は
な
く
、
取
得
原
価
に
年
々
一
定
率
を
乗
じ
て
償
却
額
を
諮
問
す
る
方
法
を
こ
こ
で
は
「
定
額
減
価
償
却
]
と
呼
ん
で
い
る
)
は

当
時
す
で
に
わ
が
国
に
翻
訳
・
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
三
菱
会
社
の
簿
記
法
の
制
定
に
先
立
つ
こ
と
一

0
カ
月
、
明
治
九
年

九
月
に
文
部
省
よ
り
出
版
さ
れ
た
小
林
儀
秀
訳
『
馬
耳
蘇
氏
複
式
記
簿
法
』
令
官
互
。

1
5円
円
。

-EMヴ
g
足

R
Fヨ
H
r
h
E
E
E
Q
H

b
o
S
F
r
iぬ
暗
号
、
出
。
尋
常

3
2
h一
54H
の
訳
刀
」
は
「
見
位
置
附
道
具
〔
商
庖
の
什
器
〕
ハ
我
商
社
ヲ
シ
テ
三
百
円
ヲ
費
十

γ
ム
ル
ヲ
以

テ
則
子
借
主
ナ
リ
L

(

卜
一
、
十
二
丁
〉
「
見
世
置
附
道
具
ノ
勘
定
ハ
此
品
物
ノ
我
商
社
ヲ
ジ
テ
三
百
円
ヲ
費
十
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
一
市
ス
今
此
金

高
ヨ
リ
共
損
料
一
割
ヲ
減
キ
其
残
金
一
一
百
七
十
門
ヲ
本
財
井
一
一
借
財
ノ
条
下
借
ノ
部
ニ
認
メ
而
シ
テ
拐
、
料
三
十
円
ハ
之
ヲ
利
潤
列
ニ
損

耗
条
下
借
ノ
部
ニ
記
載
ス
ベ
シ
」
〈
上
、
六
十
五
丁
〕
と
説
明
し
、
例
解
の

「
利
潤
損
耗
残
金
L

ω
借
方
に
「
見
位
置
附
道
具

フE
f面

割
ノ
損
耗

ナ
カ
パ

加
藤
斌
訳
「
商
家
必
用
』

3
4
Hロ
包
Hmヨ
国

g
b
M
G
m
y
s
h
守

-
p
s
h
p
a
a礼

UQN与
同
町
同
註
ミ

u
H由
叶
N

の
複
式
の
部
の
削
訳
)
に
は
「
家

勘
定
ハ
毎
年
原
価
ヨ
リ
一
割
或
ハ
五
分
ヲ
減
却
シ
共
品
ノ
使
用
セ
シ
段
拐
、
ヲ
坦
合
ハ
ス
へ

一O
円
」
を
計
上
し
て
い
た
(
上
、
六
十
八
丁
)
。

士
た
、

そ
れ
よ
り
も
約
半
年
た
っ
た
明
治
一

O
年
四
月
に
出
版
さ
れ
た

蔵
器
械
届
具
等
ノ
如
キ
不
動
産
財
産
ノ

キ
ナ
リ
」

(
上
、
二
十
三
丁
)
版
行
「
器
械
ノ
真
価
五
千
円
ト
ス
而
V

7
年
々
原
価
ノ
五
歩
二
百
五
拾
円
ヲ
減
却
シ
之
ヲ
版
行
料
勘
定
ノ

借
方
-
一
算
入
ジ
ア
年
々
器
械
ノ
価
ヲ
減
消
ス
ル
ナ
リ
」
(
附
録
、
三
丁
〉

と
明
維
に
定
額
減
価
償
却
の
手
続
が
説
明
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、

三
菱
会
社
は
当
時
輸
入
さ
れ
て
い
た
定
領
減
価
償
却
を
船
舶
に
は
適
用
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
あ
と
で
考
祭
す
る
こ
と
に
し
て
、

郵
便
汽
船
三
菱
会
社
簿
記
法
か
、
白
関
係
条
!
V
人
主
ワ
ぎ
に
列
記
し

τみ
よ
う
。

(
原
文
は
三
菱
石
油
監
荒
役
西
川
米
治
郎
氏
り
好
hE
に
よ
り
入
手

し
た
が
、
未
発
去
の
も
の
と
閉
断
わ
れ
る
の
で
、
そ
む
を
ま
引
用
す
る
こ
と
を
こ
こ
で
は
さ
け
て
い
る
。
)



第
三
条

各
帆
山
i

お
よ
び
各
財
産
臼
勘
定
は
そ
の
原
価
あ
る
い
は
現
佃
を
勘
定
の
せ
臼
筆
と
し
て
モ
の
借
方
に
記
入
し
、
岬
て
の
他
こ
れ
が

た
め
に
費
す
と
乙
ろ
の
経
費
も
モ
む
借
方
に
記
入
し
、
モ
札
ぞ
れ
に
よ
っ
て
収
得
す
る
収
納
を
モ
の
貸
方
に
記
入
し
、
期
末
に
そ
り

現
価
を
加
え
て
差
引
料
算
し
、
共
利
益
を
知
る
ぺ
し
。

各
船
は
毎
年
モ
の
現
価
百
分
の
千
す
な
わ
ち
毎
一
期
(
六
カ
月
ご
と
に
〕
百
分
の
五
を
そ
の
減
価
額
と
定
め
、
当
期
心
損
亡

第
五
条

に
帰
す
ベ
し
。

さ
て
、
右
の
第
五
条
に
規
定
さ
れ
た
減
価
償
却
は
「
現
価
」
す
な
わ
ち
期
首
の
米
償
却
残
両
に
年
々
一
O
%
の
定
率
を
乗
ず
る
定
率

減
価
償
却
(
推
定
州
周
年
数
に
し
た
が
っ
て
定
瑞
を
求
め
、
そ
れ
を
未
償
却
残
両
に
乗
じ
て
償
却
簡
を
立
刊
す
る
定
時
誌
で
は
な
く
、

mに
末
航
却
戎

一
一
刊
に
払
る
一
定
率
を
来
じ
て
償
却
制
を
掛
凹
す
ふ
方
法
を
、
こ
こ
で
は
「
定
率
蹴
州
償
却
」
と
呼
ん
で
い
る
)

で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
第
五
条
の

「
現
価
」
を
胤
首
の
現
存
価
格
す
な
わ
ち
未
償
却
残
向
と
解
し
な
い
で
、
原
価
ま
た
は
元
価
と
置
換
え
れ
ば
、
結
五
条
は
定
阿
削
減
価
償

却
を
規
定
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
し
か
し
、
第
三
条
で
原
価
と
現
価
を
区
別
し
て
使
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
こ
臼
ょ
う
た
無
現
在
置
換
え
は
で
き
な
い
か

b
、
や
は
り
第
五
条
は
定
率
減
価
償
却
を
規
定
し
た
も
の
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

西
川
孝
治
郎
氏
が
筆
者
へ
の
私
信
で
「
捌
仰
法
で
船
価
を
処
理
し
た
の
は
三
菱
が
一
番
最
初
で
す
。
」

(
昭
和
三
七
年
一
月
二
口
日
付
)
荘

旧
民
白
簿
一
司
法
以
前
に
三
菱
で
は
「
船
料
は
毎
期
棚
仰
を
し
た
。
十
年
以
後
は
現
価
を
年
目
%
と
し
た
の
で
減
価
償
却
と
同
一
と
な
フ

た
が
、
勘
定
整
限
法
は
棚
卸
資
産
と
同
一
で
あ
る
。
」

(
昭
和
三
七
年
一
月
二
二
円
付
)
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
右
の
第
三
条
に
規
定

さ
れ
た
勘
定
処
担
法
は
各
船
舶
勘
定
を
混
合
勘
定
と
し
て
処
理
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
期
肯
に
借
記
さ
れ
る
「
引
価
」
は
期
首
現
存

む
価
格
す
な
わ
ち
前
期
か

b
繰
越
さ
れ
た
未
償
却
残
高
に
相
違
な
く
、
ま
た
期
末
に
貸
記
さ
れ
る
「
現
価
」
は
期
末
現
在
の
価
札
す
な

わ
ち
次
期
へ
繰
越
さ
れ
る
末
償
却
残
~
一
向
に
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
℃
、
第
五
条
白
「
現
価
」
も
期
首
現
在
白
価
格
す
な
わ
ち

日
本
海
運
業
に
お
け
る
減
価
償
却
の
生
成
過
程
(
々
の
二
)

第
八
十
九
巻

四
四
七

第
五
号

七



円
本
海
巡
業
に
お
け
る
減
価
償
却
の
生
成
過
程
ハ
そ
の
二
)

第
八
十
九
巻

四
国
人

第
五
号

/'、

前
期
か
ら
の
繰
越
残
高
で
あ
り
、
モ
れ
に
一
割
を
乗
じ
た
価
額
を
減
価
償
却
年
額
と
す
る
方
法
が
明
治
一

O
年
か
ら
船
舶
に
た
い
し
適

便
宜
上
、

一
割
と
し
た
に
相
違
な
い
。
)
と
い
ち
こ
と
が
で
き
る
。

用
さ
れ
た
(
た
だ
し
、
こ
の
場
合
町
一
割
と
い
う
定
率
仕
船
納
町
耐
周
年
数
を
二

O
年
前
後
止
且
航
っ
て
求
め
ら
れ
た
数
値
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
単
に

「
明
治
十
年
損
益
勘
定
書
」
に
よ
る
と
、
三
菱
会
社
は
一
三
一
二
、
八
四
九
円
八
七
銭
七
毛
白
減
価
償
却
(
恐
ら
く
こ
の
金
制
の
う
ち
に
は

の
財
務
諸
表
を
つ
ぎ
陀
掲
げ
て
治
己
う
。

「
地
所
家
屋
並
ニ
諸
道
具
」
の
減
何
償
却
も
含
ま
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
φ

が
、
内
訳
は
不
明
)

明
治
十
年
損
益
勘
定
喜

JI~ 

入

nJJ 

金

二
六
二
、
七

0
0
・

c
c
c

成

荷
物
述

七
二
一
、
四
七
三
・
六
五
五

船
客
運
賃

御
用
船
並
各

舶
雑
収
入

軒
下
船
収
納

四
四
一
、
五
六
六
八
七
五

二
、
九
九
九
、
三
四
二
一
八
人

九
六
七
一
一
一
五

地
所
家
屋
収
納

一
、
七
六

0
・
八
六
七

一
一
一
、
四
八
八
三
六
四

雑

J旦

蔵

入

利

益

七一

O
九
四
八

合

引
川

四
、
四
凶
七
、

C
一
C

C
二
二

主
計
上
し
て
い
る
が
、

参
考
の
た
め
こ
の
年
度

支

出

船
費
、
小
《
代

船
庫
船
経
費

船
舶
修
迎
一
一
-
一

一
、
凶
二
九
、
九
四
四
二
四
五

七
、
九
六
三
・
一
六
↑

荷
物
受
投
資

障
費
、
僻
下
船
、
地
所

家
屋
、
大
阪
積
荷
経
費

利

息

一六

O
、
六
五
九
・
五
九
九

五
二
四
、
三
七
六
・
九
七

四
七
、

0
0二
・
三
五
一

υ

交

換

所

費

凹
、
八
二
九
・
一
四
四

減

価

=
一
三
一
、
八
四
九
八
七
七

保

険

一
九
二
、
四

O
九
・
二
六

O

、
二
一
一
九
、

O
三
四
・
六

O
九



明
治
十
年
末
資
産
勘
定
書

名

称

通

貨

洋

三
菱
製
鉄
所
託
金

地
所
家
屋
並
一
一
諸
道
共

事
支
社
預
金

者

踏

々

価

各

船

準

諸

仮

波

運

賃

仮

仕

送

経

費

石

炭

筆

紙

蔵束

西

会

支
那
日
本
両
会

フ
ル
シ
ホ
ー
ル

円
本
海
運
業
に
お
け
る
誠
川
償
却
。
生
成
過
程
(
そ
の
一
)

第
八
十
九
巻

四
四
九

二、

O
Q
一
二
ハ
四
一
・
九
五
九

五

O
、
0
0
υ
・
0
0
0

一
心
二
、
三
一
三
二
・
七
四
国

一
二
、

O
七
九
二
七
一

、
三
二
九
、
四
三
六
・

0
七

二
七
九
・

0
二
六

八
九
五
・
六
八

O

四
主
同
・
入
七
八

七
九
六
・
二
三
九

一
0
0、
八

O
六
・
五
四

六
五
、
六

O
六

O
二一

一
、
二
二
五
二
三
コ
ニ

九
三

0
・
九
一
一

一
、
三
ご
一
・
四
四

O

‘
八
五
回
・
四
五

O吉

第
五
号

jc 



日
本
海
運
業
に
お
け
る
減
仙
償
却
の
生
成
過
程
へ
そ
の
二
)

各
船
修
，
結
リ
間
払

院
平
省
、
鹿
児
島
県
、
長
崎
県
、
公
務
係

紀
伊
ノ
図
丸
帆
前
改
造

ド
ッ
ク
造
営
費

上
海
船
食
物
酒
勘
定

御
払
下
船
舶
代
改
正
船
価
ノ
差
金
新
潟
丸
、
一
両
砂
丸

上
海
総
買
収

l日

資

日リ

A 
m 

渡

阪

外

資

公

債

証

書

新
潟
丸
、
高
砂
丸
英
国
航
ニ
付
テ
ノ
修
繕
費
当
季
一
一
間
ス

千
皇
丸
衝
突
出
世
元
船
価
一
一
組
入
有
之
所
改
正
船
価
↑
一
編
入
相
成
ザ
ル
ヲ
以
如
刈

四
日
市
支
社
側
通
船
同

ム
l斗

明
治
十
年
末
負
債
勘
定
書

名

称

政

府

打

仙

第
八
十
九
巻

凶

4
0

第
五
号

。
六
O
、
七
五

0
・
0
0
0

九
回
、
四
五
凹
-
七
二
五

七
、
九
六
四
主
四
八

一
、
九
九

O

一
八
九

五
、
六
三
八
九
一
七

一
五
、
九
九
九
・

O
八一

c
o
o
-
0
0
0
 

。
一
八
七
・
六
二
五

0
0
0
 

二、

0
0
0
・
0
0
0

二
一
八
、
八

O
九

八

五

O

八

九

六

七

O
三

一
、
五
三
二
-
二
一
七

七
有

O

三
二
五
、
九
八

O

ヲ王

一
一
、
人
六

O
、
五
八
七
・
六
六
四



社
員
積
金
並
取
次
人
身
元
金

給
料
仕
払
未
済

仕
払
差
開
書

太
平
海
会
社

利
足
仕
払
未
済

賞
与
金
未
済

商
船
学
校
資
金
頂

為
替
方
放
三
菱
製
鉄
所
利
益

通
貨
其
他
仮
納

通
貨
洋
州
献
立
替

補

正

保|日別
途
勘

前
季
這
益
金
一
:
:
:
:
:

当
季
二
於
テ
旧
三
菱
ノ
計
算
一
一
相
成
タ
ル
モ
ノ
差
引
残
一
同
・

新
船
買
収
交
換
金

当

季

益

金

日
本
栴
巡
業
に
お
り
る
減
価
償
却
の
生
成
過
程
戸
そ
の
二
〉

一
三
、
五
三
六
二
三
二

第
八
十
九
巻

四
.n 

九一一一

0
・
九

O
二

九
七
三
・
七
二
二

六

O
九
O

二
六
、
九
五
六
・
二
五
八

四
、
七
八
九
-
四
五

O

三
、
三
九
四
-
一
一
五

二
六
、
五
二
人
-
一
一
七
六

一
七
三
、
六
一
九
三
一
七

二
三
、
九
二
二
九

O
へ

。

二
、
四

O
九
・
二
六

O

凹
三
、
七
九
一
・
二
九
九

八
六
九
、
凹
二

O

主
九
三
、
八
八
九
九
-
-

八
、
九
一
六
E

六
O
一一

四
百
、
二
一
五

0
0
0

二
、
七
一
二

O
九一三

第
五
号



日
本
海
運
業
に
お
け
る
減
価
償
却
の
生
成
過
程
(
そ
の
二
)

第
八
ト
九
巻

回
テi

第
五
号

合

言十

二
五
、
九
八

O

三
五

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
ニ
菱
会
社
は
当
時
す
で
に
翻
訳
・
紹
介
さ
れ
て
い
た
定
額
減
価
償
却
に
工
一
U
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
だ
農

応
義
誌
に
い
た
こ
ろ
福
沢
諭
古
の
指
導
白
ド
に
、
遂
に
完
成
す
る
に
い
た
b
な
か
っ
た
が
「
，
フ
ラ
イ
ア
ソ
ト
ス

f
ラ
ト

γ
白
〈
イ
ス
ク

l
〔
ル
〕
プ

y

ク
キ

l
ピ

γ
グ
之
翻
訳
起
動
」
〈
明
治
七
年
一
一
一
月
一
五
日
付
秋
山
恒
太
郎
宛
の
手
紙
)
し
て
い
ド
た
荘
出
平
丘
郎
が
定
額
減
価
償
却

を
知
b
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
か
ら
、
三
土
友
会
社
簿
記
法
が
定
半
減
価
償
却
を
採
用
し
た
わ
け
は
三
設
会
社
特
有
白
事
情
に
求
め
な
く

て
は
た
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か

b
の
べ
る
こ
と
は
全
く
抗
論
以
上
に
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
ま
ず
考
え

b
れ
る
班
由
は
、
三
女
会
社

が
発
足
に
あ
た
り
取
得
し
た
船
州
の
大
半
は
無
償
で

(
た
だ
し
、
明
治
一

O
年
よ
り
一
二
心
万
円
を
無
代
川
御
下
渡
の
冥
加
金
と
し
て
向
う
五
O

カ
年
間
に
年
賦
上
納
す
る
こ
と
に
な
る
〉
政
府
か
ら
交
付
さ
れ
た
も
の
か
ら
な
っ
て
沿
り
、
し
た
が
っ
て
定
帽
削
減
価
償
却
採
用
の
第
一
白
要

件
た
る
買
入
元
価
の
把
握
が
で
き
た
か
っ
た
点
に
あ
る
む
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
政
府
か

b
船
舶
の
交
付
を
受
け
た
時
に
適

当
友
評
価
を
み
羽
己
な
い
、
さ
ら
に
残
存
耐
周
年
数
の
推
定
を
す
れ
ば
、
定
額
法
白
適
用
は
叫
能
で
あ
る
。
だ
が
、
船
舶
の
残
存
耐
用
年

数
の
推
定
の
困
難
在
当
時
に
あ
ヲ
て
は
、
年
々
船
舶
を
時
価
評
価
し
て
、
評
価
減
し
た
金
額
を
「
損
亡
」
と
す
る
以
外
に
子
が
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
明
治
一

O
年
に
い
た
り
、

年
々
の
時
価
評
価
に
よ
る
評
価
減
の
計
上
を
未
償
却
残
高
に
(
耐
月

年
数
の
杭
定
に
も
と
ず
く
も
の
で
は
な
く
、
当
叫
の
輸
入
書
に
あ
っ
た
比
率
を
そ
り
ま
ま
か
り
て
き
て
)

一
剖
を
乗
じ
土
価
額
を
減
価
額
と
す
る
方

式
に
変
え
た
の
で
あ
る
。

右
の
推
論
を
逆
に
す
れ
ば
、
今
度
は
さ

b
に
つ
ぎ
の
よ
う
推
論
が
成
L
V
す
る
υ

す
衣
わ
ち
、
三
菱
会
社
が
自
己
白
子
で
買
入
れ
た
資

産
、
た
と
え
ば
家
屋
、
付
器
等
は
そ
の
買
入
一
冗
価
を
明
確
に
把
握
で
き
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
資
産
に
は
定
制
削
減
価
償
却
が
適
用
さ
れ
た

杖
ず
だ
、
と
。
事
実
モ
う
だ
つ
に
か
ど
う
か
断
定
金
下
す
こ
と
は
で
き
友
い
が
、
家
屋
、
什
器
等
に
定
額
法
が
用
い
ら
れ
た
傍
証
と
し



の
M

紅
白
件
と
す
る
た
め
)

て
、
(
一
-
一
菱
会
社
が
明
治
九
午
六
月
に
大
阪
に
設
庁
た
為
密
局
に
工
っ
て
お
こ
な
っ
て
き

ι荷
為
替
業
務
自
発
以
に
左
も
な
い
、

そ
れ
を
切
離
し
て
独
J
L

明
治
一
一
一
一
斗
四
月
に
創
設
さ
れ
た
「
一
ニ
菱
為
換
庖

L
m組
織
運
常
に
関
す
る
「
一
一
一
法
為
換
同
刷
則
」
(
明
治
一
一
一

年
四
月
一

lu
日
位
制
定
さ
れ
た
八
十
七
条
は
翌
五
月
一
四
U
に
迫
補
さ
れ
、
九
卜
7
1

条
左
な
る
リ
の
「
勘
定
」
の
部
を
あ
げ
る
己
と
が
で
き
る
。

第
三
十
六
条 WJ 

定

当
広
ノ
会
計
年
度
九
年
首
ヨ
リ
年
木
↑
一
至
ル
ヲ
一
周
年
ト
定
メ
一
月
一
日
ヨ
リ
六
月
三
十
日
迄
ヲ
前
季
ト
シ
七
月
一
日
ヨ
リ
十
二
月

第
三
十
七
条

三
十
一
一
口
迄
ヲ
後
季
ト
ス

一、

1
「
1

毎
季
末
ν

ドコ
m川
一
日
本
支
前
ノ
総
肋
定
ヲ
ナ
シ
実
際
商
業
事
務
ノ
考
課
状
ヲ
製
ス
へ
シ

当
不
市
ノ
資
本
勘
定
ハ
当
初
本
社
ヨ
リ
当
府
へ
引
受
ケ
タ
ル
金
額
ヲ
以
テ
資
本
}
定
メ
勘
定
ヲ
創
ム
ベ
シ

第
三
十
八
条

第
三
十
九
条

tJJ: 
J手
ノ

尉
益
J劫
定

当
l呂
取
扱
ノ

荷
為
普
通
t市
→A 

者
諸
1ぞ
付

者
ヲ!
代
金
収
立
手

者
金
主民
f¥ 
A 

債

i耳
2当，い
1'( 
等
f正

座
ノ

肋
定
ヲ

キ

問
之
レ
ヨ
リ
生
ズ
ル
利
息
ヲ
以
テ
益
金
ト
シ
比
内
ヨ
リ
荷
役
員
ノ
治
料
仕
払
利
志
諸
雑
費
等
ヲ
引
去
リ
成
額
ヲ
以
一
一
ノ
純
益
会
ト
ス
ベ
シ

毎
季
ノ
総
川
削
定
一
一
於
テ
ハ
当
防
即
有
ノ
物
品
即
右
金
銀
各
種
公
債
杭
虫
同
地
所
手
ハ
時
価
格
外
下
落
シ
タ
ル
場
合
ノ
外
ハ
元
価
ヲ
以
テ

第
凹
十
弘
前

計
算
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
四
十
一
条

定
ス
ベ
ジ

所
有
物
件
ノ
慌
ニ
価
格
ヲ
減
ズ
ベ
キ
モ
ノ
岬
家
屋
什
綜
等
ハ
一
季
以
一
E
価
百
分
ノ
五
以
上
ヲ
減
怖
同
定
ト
シ
当
季
ノ
損
失
ニ
組
入
勘

第
四
十
二
条

家
屋
倉
山
坪
等
ノ
修
締
拘
JK
ハ
其
価
格
ヲ
増
殖
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
元
価
ニ
組
入
通
常
ノ
修
経
費
ハ
其
季
ノ
損
失
ニ
計
算
ス
ベ
シ

さ
ら
に
蛇
足
と
し
て
附
加
え
る
と
、
己
れ
も
ま
っ
た
く
推
論
の
域
に
属
す
る
が
、
明
治
一

O
年
か
ら
は
じ
め
た
定
率
減
価
償
却
は
間

も
な
く
定
額
減
価
償
却
へ
切
換
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
ぜ
な
ら
、
三
菱
会
社
で
は
モ
の
後
次
第
に
自
己
の
手
に
よ
っ
て
買

入
れ
た
船
舶
が
増
加
し
た
結
果
、
定
額
減
価
償
却
の
適
用
条
件
が
そ
ろ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

日
木
海
運
業
に
お
け
る
械
怖
償
却
の
生
成
過
程
(
そ
の
二
)

第
八
十
九
巻

V司

五

第
五
号



日
本
海
運
業
に
お
け
る
減
価
償
却
の
坐
成
過
程
(
そ
の
二
)

第
八
卜
九
巻

四
五
回

第
五
号

四

ω
「
証
旧
民
は
社
則
を
細
む
以
前
に
、
会
計
白
法
を
整
備
し
、
局
諜
白
根
本
的
の
癒
合
を
行
び
、
西
南
の
役
の
進
展
に
伴
ふ
て
三
去
の
事
業
俄
に
膨

大
す
る
の
日
、
鋭
意
し
て
簿
記
法
を
採
用
し
、
先
づ
帳
簿
に
対
す
る
革
新
を
遂
げ
た
。
明
治

T
年
七
月
二
十
先
日
、
大
岩
崎
は
「
今
根
別
冊
迎
簿
記

法
制
定
候
条
此
旨
相
違
候
事
」
と
指
令

L
、
浩
輸
の
「
郵
恒
汽
船
三
菱
会
社
紳
記
法
」
を
舗
っ
て
を
る
が
、
荘
山
氏
の
起
草
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ

止
は
挽
ふ
の
岳
地
が
な
い
。
」
(
宿
利
、
前
掲
山
昔
、
四
三
九
百
。
)

ω
「
三
菱
君
工
業
株
式
会
社
史
』
昭
和
三
一
年
、
六
六
四
頁
。

ω
前
国
吾
、
一
ハ
六
九
日
。

長
崎
造
船
所
の
減
仙
償
却
に
つ
い
て
、
明
治
ニ
ハ
)
年
七
月
に
支
配
人
〈
明
治
三
二
年
職
名
変
更
に
よ
り
所
長
)
と
な
勺
た
荘
山
平
五
郎
の
下
で
勘

定
方
を
し
て
い
?
松
村
亀
太
郎
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ベ
て
い
る
。
「
山
日
は
明
治
二
七
年
4
月
長
崎
三
菱
造
船
所
へ
赴
伍
し
た
が
所
此
の
在
四
平
五

郎
は
実
に
進
事
的
の
頭
脳
の
持
主
で
あ
ら
れ
て
而
も
そ
れ
を
男
敢
に
実
行
せ
ら
れ
た
。
日
分
は
士
土
と

L
て
会
計
の
事
務
に
当
っ
て
い
た
が
ψ
」
肝
は

枠
英
同
式
で
〔
複
式
簿
記
に

4
り
帳
紳
及
び
貸
借
対
照
去
並
び
に
損
益
司
羽
品
等
は
い
ず
れ
も
英
文
を
も
っ
て
記
載
し
〕
英
人
〔

W

H
〕
デ
パ
イ

ン
と
一
一
口
う
の
か
川
り
は

ν

た
が
肝
腎
の
所
は
中
々
教
え
な
い
ロ
〔
改
行
〕
簡
単
な
商
業
簿
記
式
ぞ
や
っ
て
い
た
り

σ
開
制
計
立
な
ど
は
少
し
も
ず
づ
か
一

什
り
て
い
な
か
っ
た
。
立
凶
所
長
の
進
歩
的
な
馴
が
働
い
て
ウ
ォ
l
ク
入
マ
不
ジ
メ
ン
ト
今
で
言
う
工
場
管
岬
の
加
者
を
一
示
し
て
是
非
ば
佃
計
評

を
や
ゐ
う
と
甘
う
#
に
な
っ
た
。
い
よ
い
よ
始
め
た
が
何
一
つ
参
考
古
4

な
る
も
の
が
な
か
の
で
総
て
が
品
川
ん
ど
創
作
す
る
市
棋
で
あ
っ
た
ω

振
返
っ
て
み
る
〉
一
細
か
い
点
け
知
ら
な
い
が
加
仙
剖
算
の
大
制
は
今
と
余
り
大
差
は
な
い
ら
し
い
。
や
は
り
叫
般
抗
〔
プ
ラ
イ
ム
・
コ
ス
ト
〕
と
間

接
投
〔
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
ス
タ
プ
リ
ッ
シ
ユ
メ
ン
ト
目
チ
ャ
ー
ジ
L

乙
シ
ョ
ー
フ
エ
ス
タ
ブ
リ
ツ
シ
ユ
メ

γ
ト
チ
ャ
ー
ジ
〕
と
に
別
け
る
。
其
O
各

々
に
材
料
出
と
人
工
と
を
区
別
す
る
ω

船
毎
に
オ
ー
ダ
ー
を
別
に
す
る
の
か
く
し
て
費
用
の
山
所
、
医
別
を
明
か
に
す
る
事
が
出
来
た
。
建
物
、
機

械
、
工
具
知
の
原
州
消
却
を
定
め
た
。
先
ず
消
却
年
数
を
一

C
年
と
見
制
り
新
規
購
入
の

m段
の
一
割
兇
を
逓
減
し
て
れ
く
。
一
心
年
経
っ
と
常
に

な
る
管
だ
が
そ
れ
で
は
幽
霊
機
械
が
出
来
て
不
合
埋
た
か
ら
制
後
は
十
H
機
械
器
具
、
人
円
建
物
の
時
価
で
い
っ
温
も
残
す
と
一
五
う
方
法
を
眠
っ
た
。
」

(
川
掲
叫
司
、
六
六
閉
山
六
五
頁
)

と
一
」
ろ
で
、
十
引
の
よ
う
な
減
価
償
却
法
が
制
皮
化
し
た
の
は
他
の
資
料
に
は
「
明
治
同

γ
一
年

i
且
一
日
よ
り
新
組
紙
心
往
年
一
施
し
た
り
、
其
内
容

は
会
計
帳
簿
組
組
、
訣
算
勘
定
凶
定
資
木
械
価
償
却
力
法
の
請
現

U
に
分
ち
詳
細
の
取
扱
方
法
を
定
め
た
り
」
(
「
一
一
夜
長
崎
造
船
所
史
」
昭
和

三
年
、
一
二
円
一
二
五
頁
)
と
あ
る
か
ら
、
明
治
四
一
年
で
あ
る
と
い
っ
て
同
州
い
な
い
で
あ
る
つ
。



ω
ち
な
み
に
明
治
一
一
年
一
心
月
に
出
即
さ
れ
た
務
下
山
楠
森
島
修
太
郎
パ
尚
法
部
習
所
第
一
回
生
で
、
卒
業
後
同
所
に
残
り
助
教
に
な
一
ソ
た
が
、

明
治
一
一
年
三
川
三
菱
商
業
桂
設
立
と
共
に
同
校
の
教
師
主
な
り
、
明
治
一
一
ニ
年
一
一
菱
為
務
佑
宝
配
人
ー
と
な
る
〕
合
著
『
三
菱
商
業
学
校
・
伸
一
記
学

階
梯
』
に
は
「
売
涜
リ
タ
ル
商
品
ア
レ
ハ
棚
卸
ヲ
ナ
シ
以
テ
其
商
品
ヲ
現
価
ニ
テ
凡
耐
リ
之
ヲ
既
ニ
売
捌
キ
タ
ル
余
尚
一
一
加
へ
元
価
l
差
引
ス
ル
ニ

非

ν
パ
損
杭
ノ
両
ヲ
知
ル
可
ラ
ズ
如
何
ト
ナ

ν
パ
商
品
ノ
元
仙
ハ
之
ヲ
仕
入
タ
ル
時
悉
皆
借
方
へ
記
入
シ
タ
レ
パ
売
残
タ
ル
商
品
そ
亦
既
ニ
士
山
捌
タ

ル
金
高
ノ
中
ユ
加
入
セ
ヂ
ル
可
ラ
ザ
レ
パ
ナ
リ
但
シ
棚
卸
グ
ト
ハ
商
品
ノ
、
、
一
一
就
テ
云
プ
ニ
ア
ヲ
ズ
都
テ
所
有
品
ハ
皆
商
品
ト
共
ニ
棚
卸
ヲ
ナ
サ
〈

ル
可
一
フ
ズ
」
(
上
、
片
十
一
六
十
二
丁
)
「
若
シ
棚
卸
ヲ
為
ス
ベ
キ
貨
物
ヲ
有
ス
ル
ト
キ
ハ
則
チ
其
呪
価
フ
見
山
シ
大
々
物
品
一
一
応
シ
タ
ル
口
座

〔土石

ν
商
品
ナ

ν
ハ
商
品
ノ

n
住
旦
不
動
産
ノ
残
品
ナ
レ
パ
不
動
産
ノ

h
庄
ニ
ー
之
ヲ
記
入
ス
ル
ガ
如
シ
)
ノ
貸
方
一
}
〔
残
高
ニ
ア
〕
ノ
語
ヲ
用
ヒ
朱

ニ
テ
之
ヲ
記
入
シ
又
位
プ
ニ
残
高
ノ
口
出
ノ
借
方
ニ
↓
ヱ
ヲ
運
ヒ
〔
何
々
一
一
〕
ノ
語
ヲ
川
ヒ
墨
一
一
テ
之
ヲ
配
人
ス
ヘ
ジ
」
(
上
、
六
十
六
丁
)
と
商
品

お
よ
び
不
割
注
勘
定
の
決
算
手
続
を
解
説
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
現
仙
」
も
ヤ
は
り
期
末
現
在
の
価
問
す
な
わ
ち
時
何
で
あ
る
。

制
宿
利
、
前
掲
語
、
四
口
五

l
四
C
六
克
巳

川
開
前
掲
吉
、
凹
心
一
ハ
四

O
九
頁
。

例
制
川
市
川
昔
、
四

C
九

l
四
一
一
頁
。

同
門
前
掲
書
、
三
三
六
頁
。

制
コ
一
菱
錦
行
史
』
二
七
二
八
頁
。

占
J、

前
九
早
で
と
り
あ
げ
た
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
が
発
足
し
て
か

b

一0カ
月
後
、
す
志
わ
ち
明
治
九
年
七
月
に
コ
ニ
井
組
国
産
方
」
ハ
明
治

七
年
に
「
島
方
」
「
糸
方
」
「
荷
物
力
」
な
ど
を
統
介
し
て
設
慨
さ
れ
た
)
治
よ
ひ
「
先
収
会
社
」
(
明
治
七
年
三
月
に
貿
品
商
社
$
と
し
て
設
立
さ
れ
、

明
治
九
年
六
月
解
散
し
た
〉

ω業
務
を
継
承
し
、
三
井
武
之
助
及
び
三
井
義
之
助
の
組
合
約
条
に
よ
る
無
限
責
任
的
私
盟
会
社
と
し
て
設

立
さ
れ
た
「
三
井
物
産
会
社
」
は
設
立
後
間
も
な
く
明
治
九
年
九
月
に
(
明
治
六
年
四
月
政
府
が
凹
万
円
で
買
上
げ
)
当
時
工
部
省
鉱
山
世
間

日
本
権
運
業
に
お
け
る
械
削
償
却
の
生
成
過
程
(
そ
の
二
)

持
人
l

十
九
巻

円
五
一
泊

第
五
り

:1.-; 



日
本
海
運
業
に
お
け
る
減
仰
償
却
の
引
成
洞
程
(
そ
の
二
)

第
八
十
九
程

凹
T
1

」ハ

前
五
川
方

/、

臼
直
営
下
に
あ
っ
た
三
池
炭
田
明
か
ら
出
る
石
炭
の
委
託
販
売
権
を
獲
得
し
、
三
、
池
炭
心
上
総
で
も
売
捌
き
に
従
事
し
℃
い
た
が
、
当
社

は
は
じ
め
三
井
家
お
よ
び
三
井
銀
行
(
明
治
九
年
三
月
設
斗
認
可
、
じ
凡
開
業
〕
に
不
洲
一
ω
損
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
特
に
無
資
本
会
社
と

し
て
発
足
し
(
卒
業
資
金
は
三
井
銀
行
か
ら
借
入
れ
て

自
社
船
を
所
有
し
な
か
っ
た
た
め
、

工
部
省
所
属
船
千
早
九
を
受
託
し
た
外
は
、

(
三
菱
九
百
判
の
海
よ
独
占
時
代
に
あ
た
り
日
本
仙
の
傭
舶
は
き
わ
め
て
む
つ
か
し
か
っ
た
り
で
)
も
ヮ
ば

b
外
国
帆
船
に
た
よ
っ
て
上
海
向
け
運

山
肌
に
従
ヲ
℃
い
た
。
し
か
し
、
巡
炭
業
務
の
肱
大
に
と
も
な
い
、
自
ら
運
炭
船
主
所
有
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
明
治
一
一
年
一
一

月
に
大
蔵
省
お
よ
び
工
部
省
に
た
い
し
「
石
炭
販
売
ニ
付
一
ア
ハ
別
ニ
運
送
船
ノ
供
給
無
之
一
ア
ハ
充
分
ノ
輸
出
仕
兼
候
-
一
付
右
船
舶
購
取

ノ
費
主
併
セ
テ
拝
借
仕
リ
此
利
炭
輸
送
ノ
運
賃
ヲ
以

7
Iハ
元
利
ヲ
年
賦
支
消
候
様
仕
度
奉
存
侯
依
テ
別
紙
計
算
書
相
添
へ
此
段
奉
願
候

也
」
と
運
以
船
購
入
資
金

ω併
入
札
を
願
出
で
、
混
一
一
一
年
一
月
に
聴
許
主
え
た
。
(
そ
じ
℃
一
二
年
三
月
命
令
世
を
も
っ
て
「
石
炭
述
送
一
一

供
ス
ル
為
ノ
蒸
汽
船
一
皇
、
同
帆
船
一
隻
及
ピ
ヒ
海
ニ
於
ケ
ル
お
炭
貯
拙
ノ
地
所
ヲ
新
一
一
購
入
ス
ル
代
側
、
風
帆
船
一
万
五
千
円
、
蒸
れ
船
八
万
円
、
上

海
貯
炭
場
地
所
二
万
円
ト
シ
テ
一
二
万
五
千
円
、
十
刀
年
帥
州
、
利
了
六
分
ニ
テ
貸
与
」
の
認
可
企
受
け
た
。
)

と
こ
ろ
で
、
右
の
述
炭
船
買
入
資
金
白
貸
下
げ
申
詩
に
あ
た
わ
J

添
付
し
た
資
料
の
う
ち
、
「
乙
芳
書
及
び
丁
目
可
書
は
社
船
購
入
資
金
借

入
の
た
め
運
送
原
価
計
算
書
で
あ
っ
て
」
「
明
治
初
期
に
治
け
る
甚
だ
貴
重
た
船
舶
原
価
計
算
例
と
し
て
歴
史
的
た
資
札
」
で
あ
る
が
、

さ
さ
に
そ
の
一
部
を
引
用
し
た
「
三
設
会
社
ヨ
リ
差
出
侯
東
京
丸
外
十
二
娘
一
筒
年
運
航
費
其
他
予
算
」
よ
り
も
回
日
比
資
産
会
討
に
治

い
て
は
る
か
に
発
展
し
た
も
の
と
た
っ
て
い
る
の
で
、
つ
ぎ
に
乙
号
吉
「
風
帆
船
ヲ
以
テ
上
悔
へ
石
炭
運
送
損
益
計
算
書
」
ゐ
よ
び
]

母
書
「
蒸
汽
船
ブ
以
テ
上
海
へ
石
炭
運
送
損
益
計
算
書
」
を
"
そ
れ
ぞ
れ
引
用
す
る
ζ

と
に
し
よ
ヨ
。

n
た
だ
し
、
水
計
算
存
中
、
若
干
不
明

の
箇
断
が
あ
る
)



(乙

ー号

軍
国
〉

同
帆
船
ヲ
以
テ
上
海
へ
石
炭
運
送
損
益
計
算
書

一
、
風
帆
船
一
不
仙
弐
万
五
千
円

右
賞
用
小
剖

一
、
外
国
人
月
給

積
数
千
屯

此
金
弐
百
円

但
船
将
一
名

一
、
日
本
人
月
給

此
金
弐
百
九
佑
七
円

但
一
等
士
rH
一
名
月
給
五
拾
H

二
等
士
官
一
名
参
拾
円

水
夫
顕
二
名
凹
拾
円

水
夫
十
七
名
壱
百
七
拾
円

賄
方
一
名
七
円

一
、
筆
握
紙
代

此
金
五
円

一
、
帆
綱
共
外
船
H
h
代

此
金
士
官
百
円

一
、
修
繕
貨

此
企
弐
百
円

一
、
危
険
請
R
R

〔
保
険
〕
料

此
金
在
百
六
拾
七
円

但
元
価
弐
万
五
千
円
ノ
八
分
ト
見
込
、
総
一
ヶ
月
分

一
、
別
息

此
金
士
官
百
弐
拾
五
円

但
一
ヶ
年
元
価
弐
万
五
千
円
ノ
六
分
、

一
ケ
円
分

一
、
原
価
償
却

此
金
弐
百
八
円

但
+
ヶ
年
保
有
ス
ル
ト
見

一
、
水
先
料

此
企
弐
百
参
姶
八
円

日
本
泊
巡
業
に
お
け
る
減
仙
償
却
の
生
成
過
程
(
そ
の
二
)

第
八
十
九
巻

同
主
J
】

第
五
号

七



同
本
海
運
業
に
お
け
る
州
川
償
却
の
生
成
過
程
(
そ
の
二
)

第
八
十
九
巻

四
半
八

第
五
号

ノ、

但
と
海
入
信
船
足
一
丈
八
尺
丘
寸
、
一
尺
ニ
ハ
刊
凹
テ
ル
宛
一
度
半
分
、
並
ニ
出
治
的
走
九
尺
f
見、

一
日
比
ニ
付
丘
テ
ル
均
一
度
半
分

一
、
曳
船
料

此
金
九
拾
円

但
上
海
入
港
船
足
一
定
八
尺
五
寸
、

一
尺
二
付
九
弗

一
、
法
税

此
金
壱
百
四
拾
参
円

但
長
崎
出
入
一
度
半
分
参
拾
参
円
、
上
海
レ
ジ
ス
ト
ル
じ
百
屯
ト
見
倣
シ
壱
百
拾
円

締

金
壱
千
七
百
七
拾
参
円

締

洋
銀
弐
万
六
千
弐
百
五
拾
弗

上
海
往
返
一
ヶ
年
十
八
度
ノ
所
十
五
度
ト
見
込
、

一
屯
ニ
付
一
弗
七
分
五
厘
ノ
運
賃
ト
定
メ

内金
弐
万
参
百
円

但
一
ヶ
月
ノ
費
用
壱
千
七
百
七
拾
参
門
ト
見
、
十
二
グ
月
分
弐
万
壱
千
弐
百
七
拾
六
円
ヨ
リ
三
航
海
減
ス
ル
ユ
付
水
先
料
曳
船
料
港
税
九
百
七
拾

ハ
円
ヲ
除
タ

差
引
抜

洋
銀

五
「
九
百
五
拾
弗

純
益

(丁

号

害

燕
汽
船
ヲ
以
テ
」
海
へ
石
炭
運
送
頃
益
計
算
書

一
、
蒸
汽
船

万
個
八
万
円

積
数
千
屯

一
、
外
同
人
三
名
百
給

此
金
六
百
円



但
船
長
弐
百
五
拾
円

一
等
棒
械
方
弐
百
円

一
等
土
官
壱
百
五
拾
円

一
、
日
本
人
月
給

此
金
参
百
九
拾
弐
円

但
二
等
士
官
一
名
五
蛤
円

二
等
器
械
点
二
名
五
拾
円

水
夫
頭
二
名
四
拾
円

名
七
拾
円

勘
定
万
一
名
弐
指
五
円

賄
方
二
名
拾
弐
円

一
、
石
炭
弐
百
弐
姶
五
屯

此
金
四
百
五
拾
円

但
上
海
性
返
五
昼
夜
一
ヶ
月
三
度
住
返
ヌ
ル
ト
見
倣
シ
十
五
昼
夜
、

水
夫
十
二
名
士
官
百
弐
拾
円

火
夫
頭
一
名
弐
拾
五
円

火
未
七

て
仙
川
麻
器
械
方
及
ヒ
運
川
方
入
用
品
目
人
代

此
金
士
宮
百
五
拾
円

一
昼
夜
一
一
什
十
五
屯
ト
見
弐
拾
五
屯
、
壱
屯
一
一
付
金
弐
H

一
、
筆
星
紅
印
紙
其
外

此
金
粉
円

一
、
危
険
請
負
料

此
金
五
百
参
拾
四
円

唱
一
元
価
八
万
円
ノ
請
負
料
一
ヶ
年
八
分
1
見
一
ヶ
月
分

修
鰐
費

此
金
参
百
円

但
通
常
及
ピ
臨
時
修
復
共

一
、
利
息

此
金
四
白
円

但
一
ヶ
年
六
分
ノ
割
合
ニ
テ
元
価
八
万
円
ノ
分

一
、
原
価
償
却

此
金
六
百
六
拾
六
円

但
此
船
+
ヶ
年
保
存
ス
ル
ト
見
倣
シ
一
ヶ
月
分

一
、
臨
時
入
費

此
金
七
拾
五
円

但
乗
組
ノ
モ
ノ
臨
時
ノ
手
当
某
他
一
式

日
本
海
運
業
に
お
け
る
減
価
慣
却
の
生
成
過
程
(
そ
の
二
)

第
八
十
九
巻

四
丘
九

第
五
号

九



日
本
海
運
業
に
お
け
る
誠
耐
償
却
の
生
成
過
程
(
そ
の
二
)

第
八
十
九
巻

四
六

O

第
五
号

四
O 

一
、
釜
ノ
代

此
金
参
回
参
詣
四
円

但
釜
五
ヶ
年
毎
ニ
弐
万
円
ヲ
要
ス
ル
ト
見
一
ヶ
月
分

一
、
長
崎
港
税

此
金
六
拾
六
円

但
長
崎
港
出
入
二
度
分

一
、
上
都
港
税

但
同
屯
数
六
百
屯
ト
比
一
屯
一
一
利
テ
ー
ル
四
拾
銭

一
、
水
先
料

本
書
ノ
通
リ

比
金
弐
百
八
拾
八
円

但
船
起
一
丈
八
口
八
ト
見
一
尺
ニ
付
四
テ
ル
山
地
三
度
分

一
、
屯
税

此
金
九
拾
円

但
届
屯
数
六
百
屯
ト
見
倣
ジ
一
屯
ニ
利
指
五
銭

締

金
四
千
四
百
参
拾
五
円

一
、
洋
六
万
弗

一
ヶ
年
船
賃
収
入

担
一
ヶ
年
二
十
度
航
海
ス
ル
ト
見
、

一
度
千
屯
毎
一
屯
洋
弐
弗
ノ
運
賃

金
五
万
世
千
四
百
五
拾
弐
円

一
ヶ
年
費
額

但
一
ヶ
月
ノ
費
川
四
千
四
百
参
拾
五
円
}
見
十
二
ヶ
月
分
五
万
参
千
弐
百
弐
拾
円
ノ
内
航
海
六
度
減
ス
ル
に
付
石
炭
水
先
料
長
崎
出
入
港
税
上
海

出
入
港
税
壱
干
七
百
六
拾
八
円
ヲ
引
去
り
タ
ル
分

訴
引

金
八
千
五
百
四
姶
八
円

和H
主主

右
三
一
つ
見
積
損
益
計
算
書
で
は
、
帆
船
、
蒸
気
船
と
も
に
そ
の
耐
用
年
数
台
一

O
年
と
「
見
倣
」
し
て
、
取
得
岡
山
価
を
一
一
一

O
カ

月
で
剖
り
「
原
価
償
却
L

月
額
を
算
出
し
、
そ
れ
を
費
用
に
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

一
O
年
と
い
う
「
見
倣
」
耐
用
年
数
は
あ



ま
り
に
も
一
知
く
、
現
実
の
耐
用
年
数
を
反
映
し
た
も
心
と
は
い
え
た
い
。
経
験
不
足
白
た
め
正
し
い
耐
用
年
数
の
見
積
り
が
で
き
ず
、

便
宜
上
端
数
の
な
い
一

C
年
と
見
倣
し
た
白
か
、
そ
れ
と
も
純
益
額
を
過
小
に
表
示
す
る
意
図
か
ら
で
て
、

「
原
価
償
却
」
の
過
大
計

上
の
た
め
、
一

O
年
と
い
う
短
い
耐
用
年
数
を
用
い
た
白
か
、
こ
こ
で
は
判
定
す
る
だ
け
の
材
料
が
た
い
が
、
恐
ら
く
両
方
の
理
由
が

か
さ
な
り
て
一
二

0
カ
月
と
い
う
除
数
が
使
わ
れ
た
D
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
割
引
し
て
考
え
れ
ば
、
海
運
業
の

損
益
計
算
で
取
得
原
価
を

(
残
存
仙
格
を
細
川
視
し
て
)

「
保
存
」
年
数
で
除
す
素
朴
な
定
額
法
を
は
じ
め
て
採
用
し
、
か
っ
そ
れ
に
よ
っ

て
算
出
さ
れ
た
金
額
を
は
じ
め
て
「
原
価
償
却
」
と
呼
ん
だ
の
は
三
井
物
産
で
あ
っ
た
、
と
い
う
と
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
蒸
気
錐

む
更
新
(
ま
た
は
大
修
緒
)
引
当
金
を
は
じ
め
て
計
上
し
た
白
も
ま
た
三
井
物
産
で
あ
っ
た
。
た
ぜ
た

b
、
丁
号
書
白
「
釜
ノ
代
」
は
五

年
ご
と
に
更
新
(
ま
た
は
大
修
繕
い
一
さ
れ
る
下
定
の
蒸
気
錐
の
更
新
(
ま
た
は
大
修
繕
)
引
当
金
へ
の
繰
入
額
と
考
え

b
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
の
ベ
て
い
る
の
は
見
積
損
益
計
算
書
ょ
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
現
実
に
そ
の
通
り
に
勘
定
処
哩
さ
れ
た
か
E
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
)

ω
「
一
-
井
船
舶
株
式
会
担
訓
業
八
十
年
史
』
昭
和
三
三
年
、
三
二
五
。

ω
前
掲
書
、
三
八
頁
。

川W

前
掲
吉
、
三
五
頁
。

ω
佐
々
木
誠
治
寸
日
本
海
運
業
の
近
代
化
」
昭
和
一
六
年
、
三
七
八
五
。

川
同
乙
号
』
門
お
よ
び
丁
サ
古
は
そ
れ
ぞ
れ
ご
ニ
池
鉱
業
所
沿
草
史
』
第
一
巻
(
非
公
表
)
、
ゴ
一
五
回
三
丘
六
、
三
計
九

i
一
一
一
六
一
直
に
収
録
さ
れ
て

い
る
が
、
入
手
で
き
な
か
っ

t
t
め
、
コ
ニ
引
船
舶
株
式
全
社
創
業
八
十
年
史
』
一
二
六
、
三
七
頁
、
佐
々
木
、
前
掲
吾
、
三
七
五

l
三
七
六
、
古
一
七

七
三
七
八
百
よ
り
孫
引
し
た
。

七

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
「
三
井
物
産
が
三
菱
の
独
占
に
苦
し
め

b
れ
て
、
外
国
汽
船
主
雇
っ
て
、
わ
ず
か
に
そ
の
用
に
充
て
て
居

刊
本
静
也
誌
に
お
け
る
減
仙
償
却
の
生
成
過
程
(
そ
の
一
一
〕

第
八
占
九
巻

四
ノ、

持
瓦
門
乃

凹



日
本
海
運
業
に
お
け
る
滅
仙
償
却
。
作
成
週
程
(
そ
の
a

↓

)

第
八
十
九
巻

四
ノ、

第
五
号

四

た
己
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
阿
時
に
、
貨
物
を
三
変
の
船
に
託
し
杭
く
枕
く
市
い
運
賃
を
払
っ
て
陪
た
と
い
う
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
〔
改
行
〕
或
る
人
の
話
に
よ
る
と
、
此
頃
、
三
井
物
産
の
三
菱
に
支
払
っ
亡
居
た
運
賃
は
一
ヶ
年
に
七
十
万
円
以
上
に
も
上
っ

τ

居
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
社
長
の
益
田
孝
氏
も
、
三
菱
白
運
賃
が
余
り
に
も
高
い
の
で
、
麗
人
を
以
て
三
菱
に
運
賃
の
割
引
を

交
渉
さ
せ
た
が
、
三
菱
は
頑
と
し
て
モ
の
要
求
に
応
じ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
丸
。
」

モ
こ
で
、
三
菱
会
社
へ
白
対
抗
勢
力
士
創
出

す
る
た
め
、
荒
田
孝
は
渋
沢
栄
一
と
謀
り
、
明
治
一
一
二
年
八
月
に

「
東
京
風
帆
船
会
社
」

を
設
立
し
た
(
社
名
に
は
は
じ
め
東
京
を
冠
せ

r、
単
に
風
帆
船
会
社
と
い
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
一
四
年
四
月
「
越
中
風
帆
船
会
社
」
が
設
立
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
と
の
混
合
を
さ
け
る
た
め
明
治
一

主
年
頃
よ
り
東
京
と
冠
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
)
が
、
明
治
一
四
年
一
月
二
四
日
開
業
に
あ
た
り
東
京
都
知
事
松
岡
道
之
に
日
出
で
、
二

月
二
日
許
可
を
え
た
定
款
中
「
計
算
ノ
弘
」
は
ヲ
ぎ
り
通
り
で
あ
っ
た
。

第
三
十
八
条

第
三
十
九
条

社
長
・
攻
締
役
ハ
給
テ
明
細
ナ
ル
計
算
簿
ヲ
製
ン
、
以
干
之
ヲ
会
社
一
備
フ
ヘ
シ

総
7
計
算
ノ
諸
帳
簿
ハ
複
記
法
ニ
従
テ
之
ヲ
壁
録
シ
、
会
社
ノ
本
広
ι
備
へ
阻
キ
、
而
シ
テ
此
帳
簿
ハ
営
茶
時
同
中
皐
ミ
エ
応
シ
テ

之
ヲ
株
主
ノ
検
閲
-
一
供
ス
(
シ

第
四
十
条

本
社
損
益
計
算
ハ
一
ヶ
年
一
度
ト
V
、
毎
年
十
二
片
ヲ
以
テ
決
算
ヲ
為
ス
ヘ
シ

第
四
十
一
条

各
船
毎
航
海
概
算
ヲ
立
、
収
入
運
賃
ノ
内
ヲ
以
テ
船
長
以
下
水
天
給
料
並
積
荷
諸
掛
及
航
海
諸
費
ヲ
引
去
り
、
損
益
ヲ
明
記
ジ
置
タ

へ
シ第

四
十
二
条

社
長
ハ
毎
季
総
集
会
一
一
於
テ
資
産
明
細
表
及
損
益
計
算
表
ヲ
報
告
シ
、
之
ヲ
印
刷
シ
テ
株
主
↑
一
頒
布
ス
ヘ
シ

運
賃
純
持
ノ
内
ヨ
り
資
本
金
ノ
十
分
ノ
一
ニ
当
ル
金
額
ヲ
引
去
リ
船
体
〔
向
家
〕
保
険
ノ
積
金
ト
ナ
シ
、
而
シ
テ
銀
行
ニ
預
ケ
利
子

第
四
十
三
条

ヲ
付
シ
テ
増
殖
ヲ
計
ル
カ
又
ハ
新
一
一
明
船
ヲ
ナ
ス
カ
ハ
、
例
式
総
会
議
ニ
於
テ
株
主
ノ
衆
議
ヲ
以
テ
決
ス
ヘ
シ

第
四
十
四
条

会
社
一
切
ノ
諸
費
及
船
体
修
繕
費
〔
原
価
百
分
ノ
ゴ
一
以
上
ニ
当
ル
大
修
繕
ハ
積
金
ヨ
リ
升
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
)
ヲ
引
去
リ
、
残
金
ヲ
以



テ
純
益
ト
ス
、
而
シ
テ
比
純
什
皿
金
ヨ
り
前
条
ノ
積
金
及
役
員
賞
」
』
ド
金
ヲ
引
去
リ
、
株
一
両
ニ
割
合
風
当
λ

ヘ
シ
、
但
配
当
金
額
株
全
ノ
一
割
五
分
以
上
ノ

割
合
↑
一
至
ル
ト
キ
ハ
株
主
衆
議
ノ
上
適
坑
ノ
円
相
金
ヲ
ナ
シ
、
之
ヲ
第
二
ノ
積
金
ト
称
シ
、
各
船
減
価
ノ
祈
摂
ト
ナ
ス
ヘ
シ

右
の
定
款
第
四
十
四
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
京
風
帆
船
会
社
怯
配
当
率
が
一
割
五
分
以
上
の
時
だ
け
減
価
補
棋
の
た
め

の
積
立
を
す
る
方
式
主
と
っ
て
お
り
、
固
定
資
産
会
計
臼
一
回
で
は
さ
き
に
考
察
し
た
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
平
三
井
物
産
会
社
工
り
も

は
る
か
に
後
退
し
て
い
る
。
(
さ
b

に
、
減
州
積
立
金
よ
り
も
配
当
を
京
祝
L
て
同
を
み
れ
ば
、
当
社
は
配
当
よ
り
も
利
益
比
例
む
船
舶
更
新
積
立
金

ょ
を
重
拙
L
t
日
本
国
郵
便
蒸
気
船
会
社
よ
り
も
お
く
れ
て
い
る
。
)
会
計
史
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
、
株
式
会
社
会
計
に
は
そ
白
不
可
欠
心
機
構

ιし
て
減
伽
償
却
制
度
が
具
備
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
有
限
責
任
に
も
と
ず
く
株
式
会
社
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
東
京

風
帆
船
会
社
に
は
減
価
償
却
制
度
が
欠
除
し
、
モ
れ
に
代
り
き
わ
め
て
不
完
全
な
減
価
相
模
積
立
金
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

で
は
、
こ
の
よ
う
な
逆
説
め
い
た
事
実
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た

b
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
定
款
の
起
草
者
が
減
価
償
却
を
知
ら
な
か
コ

た
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
モ
れ
ま
で
だ
が
、
己
の
よ
う
在
素
朴
在
推
論
は
成
立
し
な
い
3

在
ゅ
せ
た
b
、
当
社
の
発
起
人
惣

代
の
一
人
で
あ
っ
た
益
田
孝
は
さ
き
に
考
察
し
た
「
風
帆
船
ヲ
以
テ
上
海
へ
石
炭
運
送
損
益
計
算
書
」
及
び
「
蒸
気
船
ヲ
以
テ
上
海
へ

石
炭
運
送
損
益
引
算
書
」
の
提
出
代
表
者
で
あ
り
、
減
価
償
却
を
知

b
ぬ
は
ず
は
た
か
っ
た
か

b
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
減
価
償
却

を
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

T
、
そ
れ
を
会
計
制
度
の
中
に
組
入
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
当
社
が
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
や
三
井
物
産

会
社
の
よ
う
に
個
人
会
担
で
は
な
〈
、
株
式
会
社
で
あ
っ
た
た
め
、
株
主
へ
の
配
当
士
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
ッ
た
点
に
求
め
な

く
て
は
な

b
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
じ
れ
で
は
逆
説
士
逆
説
で
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
答
え
と
友
ら
な
い
か

b
、
さ
ら
に
当
社

白
企
業
形
態
上
白
特
殊
性
主
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
た
る
。
当
社
は
、
定
款
第
五
条
に
「
会
社
ハ
二
十
年
ヲ
以
テ
一
期
T

ス、

然
ト
雌
モ
狛
満
期
-
一
主
リ
株
主
ノ
協
議
ヲ
以
テ
継
続
Y

ハ
ル
コ
ト
得
へ
九
」
と
規
定
さ
れ
て
W
た
よ
う
に
、
半
有
期
性
企
業
で
あ
っ
た
。

口
本
権
運
業
に
お
け
る
滅
川
償
却
。
生
成
過
程
(
そ
の
二
)

第
八
十
九
巻

1'8 
プミ

第
五
号

l"l 



H
本
拒
迎
業
に
お
什
る
減
価
償
却
の
生
成
過
程
(
そ
の
二
)

第
八
十
九
巻

四
六
四

第
4
号

F可
凶

榔
続
企
業
で
あ
れ
ば
、
減
価
償
却
を
し
て
固
定
資
本
の
再
生
産
主
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
有
期
性
企
業
で
は
減
価
償
却
を
せ
ず
に
、

配
当
中
に
同
定
資
本
の
部
分
的
償
還
を
含
ま
せ
て
も
な
ん

b
差
支
え
は
生
じ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
当
社
は
継
続
企
業
と
有
期
性
企
業
の

中
間
に
あ
る
半
有
期
性
企
業
で
あ
り
、
必
ず
し
も
二

O
年
後
に
解
散
す
る
己
と
を
予
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
か

b
、
固
定
資
本
田

部
分
的
償
還
を
株
主
~
し
た
上
で
、
さ

b
に
余
裕
資
金
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
固
定
資
本
の
再
生
産
臼
た
め
に
積
立
て
て
沿
〈
制
度
を
と

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
み
て
〈
る
と
、
半
有
期
性
企
業
と
い
う
特
殊
な
企
業
形
態
が
東
京
風
帆
船
会
社
を
し
て
配
当
率
一
割

五
分
主
こ
え
る
過
大
な
配
当
支
払
が
で
き
る
場
合
に
の
み
余
裕
資
金
全
減
価
補
槙
積
立
金
と
し
て
留
保
す
る
制
度
を
と
ら
せ
む
の
だ
、

と
理
解
す
る
己
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ω
自
制
秀
湖
『
財
界
太
平
記
」
附
和
同
年
、
七
七
|
七
八
百
。

ω
渋
沢
古
川
記
怠
財
団
記
門
社
編
纂
4u

渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
八
巻
、
昭
和
一
一
一
一
年
、
一
回
頁
ω

ω
風
帆
船
会
社
定
款
第
凹
条
「
ム
百
社
ノ
責
任
ハ
株
両
限
リ
ナ
ル
ベ
シ
」
(
前
掲
出
、
二
一
頁
〕

ω
前
掲
号
、
二
一
頁
白

川
W

京
本
風
帆
船
会
社
は
明
治
J

三
・
一
四
年
度
に
お
い
て
「
二
割
以
上
の
利
益
を
株
主
へ
配
当
し
」

も
余
裕
資
金
目
減
価
柿
唄
積
金
へ
繰
入
れ
た
と
4
4

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
金
額
は
不
明
で
あ
お
。

(
前
掲
軒
、
二
九
頁
」
い
た
か
ら
、
同
年
度
と

(
こ
の
稿
続
く
)


